
JP 5936775 B2 2016.6.22

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発電所に設置されたプラント設備の監視操作画面を表示する表示装置と、
前記プラント設備の更新前の試験項目テーブルファイルを格納する第１テーブルファイル
格納装置と、
前記プラント設備の更新後の試験項目テーブルファイルを格納する第２テーブルファイル
格納装置と、
前記表示装置が表示する監視操作画面の更新前の画面情報を格納する第１画面データ格納
装置と、
前記表示装置が表示する監視操作画面の更新後の画面情報を格納する第２画面データ格納
装置と、
前記第１テーブルファイル格納装置、前記第２テーブルファイル格納装置、前記第１画面
データ格納装置および前記第２画面データ格納装置を制御する制御部とを備え、
前記制御部は、前記試験項目テーブルファイルの更新が開始すると、
前記更新前の画面情報と前記更新後の画面情報を、それぞれ、前記第１画面データ格納装
置と前記第２画面データ格納装置から取得する第１ステップと、
前記更新前の試験項目テーブルファイルを前記第１テーブルファイル格納装置から取得す
る第２ステップと、
前記第１ステップで取得した更新前の画面情報と更新後の画面情報を比較し、差分を追加
項目と変更項目に分けて抽出する第３ステップと、
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前記第３ステップで抽出した追加項目を基に追加部分の試験項目テーブルファイルを生成
する第４ステップと、
前記第３ステップで抽出した変更項目と前記第２ステップで取得した更新前の試験項目テ
ーブルファイルを基に変更部分の試験項目テーブルファイルを生成する第５ステップと、
前記第４ステップで生成した追加部分の試験項目テーブルファイルと前記第５ステップで
生成した変更部分の試験項目テーブルファイルを融合して更新後の試験項目テーブルファ
イルを生成する第６ステップと、
前記第６ステップで生成した更新後の試験項目テーブルファイルを前記第２テーブルファ
イル格納装置に格納する第７ステップと、
を実行するプラント設備試験装置。
【請求項２】
　前記制御部は、
前記第３ステップで更新前の画面情報と更新後の画面情報を比較し、差分を抽出した結果
、前記更新前の画面情報と前記更新後の画面情報が同じであると判断した場合、前記第２
ステップで取得した更新前の試験項目テーブルファイルを前記第６ステップに移設する第
８ステップを、
実行することを特徴とする請求項１に記載のプラント設備試験装置。
【請求項３】
　前記制御部は、
前記第６ステップで生成した更新後の試験項目テーブルファイルを前記第１テーブルファ
イル格納装置に格納されている更新前の試験項目テーブルファイルと置き替える第９ステ
ップと、
前記第１ステップで取得した更新後の画面情報を前記第２画面データ格納装置に保存され
ている更新前の画面情報と置き替える第１０ステップと、
を実行する請求項１または２に記載のプラント設備試験装置。
【請求項４】
　前記制御部は、
前記第１ステップで取得した更新前の画面情報の画面番号と更新後の画面情報の画面番号
が一致しているか異なっているかを判断する第１１ステップと、
前記第１１ステップで画面番号が異なっていると判断した場合、エラーメッセージを出力
する第１２ステップと、
を実行する請求項１ないし３のいずれか１項に記載のプラント設備試験装置。
【請求項５】
　前記制御部は、
前記第４ステップで生成した追加部分の試験項目テーブルファイルを色を付けて表示する
第１３ステップと、
前記第５ステップで生成した変更部分の試験項目テーブルファイルを色を付けて表示する
第１４ステップと、
を実行する請求項１ないし４のいずれか１項に記載のプラント設備試験装置。
【請求項６】
　前記試験項目テーブルファイルの改訂来歴を格納する第３のテーブルファイル格納装置
を備え、
前記制御部は、
前記第４ステップで生成した追加部分の試験項目テーブルファイルの改訂来歴と前記第５
ステップで生成した変更部分の試験項目テーブルファイルの改訂来歴を生成する第１５テ
ップと、
前記第１５ステップで生成した追加部分の試験項目テーブルファイルの改訂来歴と変更部
分の試験項目テーブルファイルの改訂来歴を前記第３のテーブルファイル格納装置に格納
する第１６ステップと、
を実行する請求項１ないし５のいずれか１項に記載のプラント設備試験装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、プラント設備試験装置に関し、特に、発電所向けの制御プログラムを試験
する際に使用する試験項目テーブルファイルを自動生成する装置に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　原子力発電所などの発電所では、監視操作画面を使用して、プラント設備の監視と制御
を行っている。監視操作画面では、ＧＵＩ（Graphic　User　Interface）制御プログラム
が起動している。ＧＵＩ制御プログラムの試験は試験項目が記載されたテーブルファイル
を用いて行われる。この試験項目テーブルファイルは、プラント設備に設計上の変更箇所
や追加箇所が生じると更新される。本発明は、発電所向けの監視操作画面に用いられるＧ
ＵＩ制御プログラムの試験項目テーブルファイルの生成を自動化する装置に関する。　　
　　
【０００３】
　ＧＵＩ制御プログラムは、対話用の画面を作成するものであり、メニューやボタン等の
ＧＵＩ部品と、ＧＵＩ部品がマウスやキーボード等の入力装置により操作された時に、そ
の操作が発生したことを通知するイベントから構成されている。ＧＵＩ制御プログラムの
試験項目テーブルファイルを自動生成する装置において、画面情報を読み込み、自動生成
しているものが知られている（例えば、特許文献１、２、３参照）。ここでは、画面デー
タが変更または追加された場合、変更または追加を行う前の画面データおよび試験項目テ
ーブルファイルを基に、変更部分と追加部分を自動で抽出している。
【０００４】
　原子力発電所で使用される監視操作画面では、試験員が手作業で試験項目テーブルファ
イルを作成し、確認は目視で行っている。頻発する設計の変更と追加が行われる度に、試
験員は該当箇所を手作業で変更および追加を行い、目視による確認を繰り返す。この作業
は時間を要する上に、どちらの作業過程においても、変更漏れ、追加漏れ、変更誤り、追
加誤り、確認漏れ、確認誤りなどのヒューマンエラーが生じる。また、海外原子力のプラ
ント案件においては、ユーザ保守が要求されている。客先にて試験項目テーブルファイル
の変更または追加を行う際、工場と同レベルの品質を確保することが必要である。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平9-330248号公報
【特許文献２】特開平11-175370号公報
【特許文献３】特開2007-334745号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　この発明は上記のような課題を解決するためになされたものであり、監視操作画面の仕
様変更および仕様追加が発生した際に、設計の変更と追加を行う前の旧画面情報、旧試験
項目テーブルファイル、および設計の変更と追加を行った後の新画面情報から新試験項目
テーブルファイルを自動生成することで、試験項目テーブルファイルの作成に要する時間
を効率化することを目的にする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　この発明に係るプラント設備試験装置は、発電所に設置されたプラント設備の監視操作
画面を表示する表示装置と、プラント設備の更新前の試験項目テーブルファイルを格納す
る第１テーブルファイル格納装置と、プラント設備の更新後の試験項目テーブルファイル
を格納する第２テーブルファイル格納装置と、表示装置が表示する監視操作画面の更新前



(4) JP 5936775 B2 2016.6.22

10

20

30

40

50

の画面情報を格納する第１画面データ格納装置と、表示装置が表示する監視操作画面の更
新後の画面情報を格納する第２画面データ格納装置と、第１テーブルファイル格納装置、
第２テーブルファイル格納装置、第１画面データ格納装置および第２画面データ格納装置
を制御する制御部とを備えている。制御部は、試験項目テーブルファイルの更新が開始す
ると、更新前の画面情報と更新後の画面情報を、それぞれ、第１画面データ格納装置と第
２画面データ格納装置から取得する第１ステップと、更新前の試験項目テーブルファイル
を第１テーブルファイル格納装置から取得する第２ステップと、第１ステップで取得した
更新前の画面情報と更新後の画面情報を比較し、差分を追加項目と変更項目に分けて抽出
する第３ステップと、第３ステップで抽出した追加項目を基に追加部分の試験項目テーブ
ルファイルを生成する第４ステップと、第３ステップで抽出した変更項目と第２ステップ
で取得した更新前の試験項目テーブルファイルを基に変更部分の試験項目テーブルファイ
ルを生成する第５ステップと、第４ステップで生成した追加部分の試験項目テーブルファ
イルと第５ステップで生成した変更部分の試験項目テーブルファイルを融合して更新後の
試験項目テーブルファイルを生成する第６ステップと、第６ステップで生成した更新後の
試験項目テーブルファイルを第２テーブルファイル格納装置に格納する第７ステップと、
を実行する。
【発明の効果】
【０００８】
　この発明は、以下に示すような効果を奏する。監視操作画面に仕様変更や仕様追加が発
生した際に、設計の変更と追加を行う前の旧画面情報、旧試験項目テーブルファイル、お
よび設計の変更と追加を行った後の新画面情報から新試験項目テーブルファイルを自動生
成することで、作成時間を効率化することができる。さらに変更ミス、変更漏れ等のヒュ
ーマンエラーを防止することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】この発明の実施の形態１に係るプラント設備試験装置の構成を示す図である。
【図２】この発明の実施の形態１に係る試験項目テーブルファイルを生成するフローを示
す図である。
【図３】監視操作画面の一部を抜粋した例を示す図である。
【図４】旧試験項目テーブルファイルの例を示す図である。
【図５】監視操作画面に追加と変更が生じた例を示す図である。
【図６】変更された項目に関する試験項目テーブルファイルを示す図である。
【図７】追加された項目に関する試験項目テーブルファイルを示す図である。
【図８】変更と追加を考慮して作成された新試験項目テーブルファイルを示す図である。
【図９】この発明の実施の形態２に係るプラント設備試験装置の構成を示す図である。
【図１０】この発明の実施の形態２に係る試験項目テーブルファイルを生成するフローを
示す図である。
【図１１】この発明の実施の形態３に係るプラント設備試験装置の構成を示す図である。
【図１２】この発明の実施の形態３に係る試験項目テーブルファイルを生成するフローを
示す図である。
【図１３】この発明の実施の形態４に係るプラント設備試験装置の構成を示す図である。
【図１４】この発明の実施の形態４に係る試験項目テーブルファイルを生成するフローを
示す図である。
【図１５】監視操作画面において変更が生じたことを画面を色付けすることによって表し
ている試験項目テーブルファイルの一例を示す図である。
【図１６】監視操作画面において追加が生じたことを画面を色付けすることによって表し
ている試験項目テーブルファイルの一例を示す図である。
【図１７】この発明の実施の形態５に係るプラント設備試験装置の構成を示す図である。
【図１８】この発明の実施の形態５に係る試験項目テーブルファイルを生成するフローを
示す図である。



(5) JP 5936775 B2 2016.6.22

10

20

30

40

50

【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下に本発明にかかるプラント設備試験装置の実施の形態を図面に基づいて詳細に説明
する。なお、本発明は以下の記述に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない
範囲において適宜変更可能である。図において、同一番号が付与されている構成要素は、
同一の、または、相当する構成要素を表す。
【００１１】
実施の形態１．
　原子力発電所では、プラント設備の監視と制御に監視操作画面を使用する。この監視操
作画面において、ＧＵＩ（Graphic　User　Interface）制御プログラムの試験に使用する
試験項目テーブルファイルを作成する。本発明にかかるプラント設備試験装置は、試験項
目テーブルファイルに設計上の変更と追加が生じた際に、変更と追加を行う前の画面情報
および試験項目テーブルファイルの情報を基に、変更と追加が必要な試験項目のみを抽出
し、新たな試験項目テーブルファイルを自動生成するものである。
【００１２】
　以下、この発明の実施の形態１を図１に基づいて説明する。プラント設備試験装置１０
０は、旧画面データ格納装置１、旧試験項目テーブルファイル格納装置２、新画面データ
格納装置３、新試験項目テーブルファイル格納装置８、制御部２０および表示装置３０な
どから構成されている。制御部２０は、画面差分検出装置４、試験項目テーブルファイル
変更装置５、追加部分試験項目テーブルファイル生成装置６、試験項目テーブルファイル
融合装置７を有する。表示装置３０は、発電所に設置されたプラント設備の監視操作画面
を表示する。
【００１３】
　次に動作について説明する。旧画面データ格納装置１は、設計変更と設計追加を行う前
の旧画面情報（データ）を格納する。旧試験項目テーブルファイル格納装置２は、旧画面
情報と対応する、設計の変更と追加を行う前の試験項目テーブルファイルを格納する。新
画面データ格納装置３は、設計の変更と追加を行った後の新画面情報（データ）を格納す
る。画面差分検出装置４は、旧画面データ格納装置１から取得した旧画面情報と新画面デ
ータ格納装置３から取得した新画面情報を比較し、旧画面情報と新画面情報の差分を画面
の変更項目および追加項目に分けて抽出する。試験項目テーブルファイル変更装置５は、
画面差分検出装置４で抽出した変更部分および追加部分について、旧試験項目テーブルフ
ァイル格納装置２に格納された旧試験項目テーブルファイルを読み出して変更する。
【００１４】
　追加部分試験項目テーブルファイル生成装置６は、画面差分検出装置４で抽出した追加
部分について、試験項目テーブルファイルを生成する。試験項目テーブルファイル融合装
置７は、試験項目テーブルファイル変更装置５と追加部分試験項目テーブルファイル生成
装置６で、変更、追加した試験項目テーブルファイルを融合する。新試験項目テーブルフ
ァイル格納装置８は、試験項目テーブルファイル融合装置７の出力を格納する。上記実施
の形態１では、画面差分検出装置４で変更部分と追加部分を抽出し、試験項目テーブルフ
ァイル変更装置５で変更部分の試験項目テーブルファイルを、追加部分試験項目テーブル
ファイル生成装置６で追加部分の試験項目テーブルファイルを、別々に生成するため、効
率的に新試験項目テーブルファイルを作成することができる。
【００１５】
　次に試験項目テーブルファイルの生成手順を図２のフローチャートに従って説明する。
設計の変更と追加を行う前の旧画面情報は、旧画面データ格納装置１に格納されている。
設計の変更と追加を行う前の旧試験項目テーブルファイルは旧試験項目テーブルファイル
格納装置２に格納されている。設計の変更と追加を行った後の新画面情報は新画面データ
格納装置３に格納されている。新しい試験項目に関するテーブルファイルの作成が開始す
ると、画面差分検出装置４は、旧画面情報と新画面情報を、それぞれ、旧画面データ格納
装置１と新画面データ格納装置３から取得する（ＳＴ０１）。試験項目テーブルファイル
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変更装置５は、旧試験項目テーブルファイル格納装置２から旧試験項目テーブルファイル
を取得する（ＳＴ０２）。画面差分検出装置４は、取得した旧画面情報と新画面情報を比
較し、監視操作画面の変更項目（または変更部分）および追加項目（または追加部分）を
抽出する（ＳＴ０３）。
【００１６】
　追加部分試験項目テーブルファイル生成装置６は、画面差分検出装置４で抽出した追加
項目を検出すると（ＳＴ０４ａ）、追加部分に関する試験項目テーブルファイルを生成す
る（ＳＴ０４ｂ）。試験項目テーブルファイル変更装置５は、画面差分検出装置４で抽出
した変更項目を検出すると（ＳＴ０５ａ）、旧試験項目テーブルファイル格納装置２に格
納された旧試験項目テーブルファイルを読み出して変更し、変更部分に関する試験項目テ
ーブルファイルを生成する（ＳＴ０５ｂ）。試験項目テーブルファイル融合装置７は、試
験項目テーブルファイル変更装置５および追加部分試験項目テーブルファイル生成装置６
で生成した試験項目テーブルファイルを融合して、新試験項目テーブルファイルを生成し
（ＳＴ０６ａ）、さらに、この生成した新画面試験テーブルファイルを出力する（ＳＴ０
６ｂ）。新試験項目テーブルファイル格納装置８は、試験項目テーブルファイル融合装置
７が出力する新試験項目テーブルファイルを格納する（ＳＴ０７）。
【００１７】
　旧試験項目テーブルファイルが更新されていない場合、すなわち画面差分検出装置４で
追加項目と変更項目を検出しない場合、試験項目テーブルファイル変更装置５は、旧試験
項目テーブルファイルを次ステップに移設する（ＳＴ０８）。試験項目テーブルファイル
融合装置７は、試験項目テーブルファイル変更装置５および追加部分試験項目テーブルフ
ァイル生成装置６で生成した試験項目テーブルファイルを融合する際に（ＳＴ０６ａ）、
旧試験項目テーブルファイルを新試験項目テーブルファイルとして出力する（ＳＴ０６ｂ
）。上記実施の形態１では、画面差分検出装置４で変更部分と追加部分を抽出し、試験項
目テーブルファイル変更装置５で変更部分の試験項目テーブルファイルを、追加部分試験
項目テーブルファイル生成装置６で追加部分の試験項目テーブルファイルを、別々に生成
するため、効率的に新試験項目テーブルファイルを作成することができる。
【００１８】
　上記の動作を、図３～８を用いて具体的に説明する。図３は、表示装置３０に表示され
る更新前の監視操作画面の一部を抜粋した例である。この配管部を表す監視操作画面には
、２個の主蒸気弁が描かれている。主蒸気弁２０ａの開閉状態は画面番号１０４で管理さ
れている。同様に、主蒸気弁２０ｂの開閉状態は、画面番号１０５で管理されている。こ
の図に表示されている検査品の表示位置や入力信号の情報などから構成される更新前の画
面情報は旧画面データ格納装置１に格納されている。
【００１９】
　図４は、図３に示した監視操作画面に対応する試験項目テーブルファイルを示している
。この試験項目テーブルファイルでは、信号番号１～４と設定値（１または０）を組み合
わせて、２個の主蒸気弁の開閉状態を表現している。主蒸気弁２０ａの開閉状態は信号番
号１と信号番号２に指定する設定値の大きさで制御する。同様に、主蒸気弁２０ｂの開閉
状態は信号番号３と信号番号４に指定する設定値の大きさで制御する。設定値（１，０）
は全開を表している。設定値（１，１）は中間を表している。設定値（０，１）は全閉を
表している。設定値（０，０）はブランクを表している。この図は、旧試験項目テーブル
ファイルに相当する。
【００２０】
　図５は配管部に設計上の変更と追加が生じた後の監視操作画面の一部を抜粋した例であ
る。この配管部を表す監視操作画面では、主蒸気弁２０ｃが追加されている。さらに、主
蒸気弁２０ａは、逆止弁２０ｄに変更されている。追加された主蒸気弁２０ｃの状態は、
画面番号１０６で管理する。逆止弁２０ｄの状態は、主蒸気弁２０ａと同じく、画面番号
１０４で管理する。この図に表示されている検査品の表示位置や入力信号の情報を有する
画面情報は新画面データ格納装置３に格納される。
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【００２１】
　図６は、図５に示した監視操作画面のうち、変更項目に対応する試験項目テーブルファ
イルを示している。この試験項目テーブルファイルは、信号番号５，６と設定値（１また
は０）を組み合わせて、逆止弁２０ｄの開閉状態を表現している。逆止弁２０ｄは設定値
（１，０）のとき全開状態になり、設定値（１，１）のとき中間状態になり、設定値（０
，１）のとき全閉状態になる。設定値（０，０）はブランクを表している。画面差分検出
装置４で差分を抽出し、試験項目テーブルファイル変更装置５は変更部分の試験項目テー
ブルファイルを生成する。
【００２２】
　図７は、図５に示した監視操作画面のうち、追加項目に対応する試験項目テーブルファ
イルを示している。この試験項目テーブルファイルは、信号番号７，８と設定値（１また
は０）を組み合わせて、弁の開閉状態を表現している。主蒸気弁２０ｃは設定値（１，０
）のとき全開状態になり、設定値（１，１）のとき中間状態になり、設定値（０，１）の
とき全閉状態になる。設定値（０，０）はブランクを表している。画面差分検出装置４で
差分を抽出し、追加部分試験項目テーブルファイル生成装置６は、追加部分の試験項目テ
ーブルファイルを生成する。
【００２３】
　図８は、監視操作画面のうち、旧試験項目テーブルファイルをもとに、設計上の変更と
追加を考慮して作成された新試験項目テーブルファイルを示している。試験項目テーブル
ファイル融合装置７によって、図４と図６と図７を融合することで図８に示すような新試
験項目テーブルファイルが生成される。これが図５に該当する更新された試験項目テーブ
ルファイルであり、新試験項目テーブルファイル格納装置８に格納される。
【００２４】
　実施の形態１によるプラント設備試験装置１００によれば、アサイン番号のみ異なる画
面や、旧画面に情報を追加して作成した画面に対して、試験項目テーブルファイルを効率
よく生成することができる。また、海外原子力案件で要求されるユーザの補修を実現し、
客先でも容易に工場と同レベルの品質を確保することができる。
【００２５】
実施の形態２．
　上記実施の形態１では、画面差分検出装置４が、監視操作画面において設計の変更と追
加を行う部分を抽出し、旧試験項目テーブルファイルの情報を基に変更と追加を行うこと
で、作成時間の効率化を図ることを述べた。この発明の実施の形態２に係るプラント設備
試験装置の構成を図９に示す。画面データ管理装置１２が追加されている。図１０のフロ
ーチャートに、試験項目テーブルファイルの生成手順を示す。ＳＴ０９とＳＴ１０が追加
されている。
【００２６】
　新試験項目テーブルファイル格納装置８に、試験項目テーブルファイル融合装置７で生
成した新試験項目テーブルファイルが格納されると（ＳＴ０７）、試験項目テーブルファ
イル融合装置７は、新試験項目テーブルファイルを旧試験項目テーブルファイル格納装置
２に格納し、元の旧試験項目テーブルファイルは新試験項目テーブルファイルと置き替え
られる（ＳＴ０９）。さらに、画面データ管理装置１２は、新画面データ格納装置３に設
定した設計上の変更および追加情報を含む新画面情報を旧画面データ格納装置１へ格納し
、元の旧画面情報は新画面情報と置き替えられる（ＳＴ１０）。これにより、再度、画面
に設計上の変更または追加が生じた際、旧画面データ格納装置１および旧試験項目テーブ
ルファイル格納装置２へデータを手入力する手間を省くことができる。
【００２７】
実施の形態３．
　上記実施の形態１では、画面差分検出装置４が、監視操作画面において設計の変更と追
加を行う部分を抽出し、旧試験項目テーブルファイルの情報を基に変更、追加を行うこと
で、作成時間の効率化を図ることを述べた。この発明の実施の形態３に係るプラント設備
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試験装置の構成を図１１に示す。実施の形態３では、画面データ設定確認装置９を設け、
旧画面データ格納装置１および新画面データ格納装置３から入力データを読み込み、新画
面と旧画面の画面番号（データファイルのシート名）が一致しない場合、エラーメッセー
ジを出すようにした。これによって、入力データファイルの設定時に生じるヒューマンエ
ラーを防止することができる。
【００２８】
　図１２のフローチャートに、試験項目テーブルファイルの生成手順を示す。新画面と旧
画面の差分を抽出すると（ＳＴ０３）、画面データ設定確認装置９は新画面と旧画面の画
面番号（データファイルのシート名）が一致しているか否かを判断する（ＳＴ１１）。新
画面と旧画面の画面番号（データファイルのシート名）が異なっている場合、画面データ
設定確認装置９はエラーメッセージを出力する（ＳＴ１２）。新画面と旧画面の画面番号
（データファイルのシート名）が一致している場、次ステップに移る。
【００２９】
　実施の形態３によるプラント設備試験装置１００によれば、アサイン番号のみ異なる画
面や、旧画面に情報を追加して作成した画面に対して、新試験項目テーブルファイルを効
率よく生成することができる。また、海外原子力案件で要求されるユーザの補修を実現し
、客先でも容易に工場と同レベルの品質を確保することができる。
【００３０】
実施の形態４．
　上記実施の形態１では、画面差分検出装置４が、監視操作画面において設計の変更と追
加を行う部分を抽出し、旧試験項目テーブルファイルの情報を基に変更、追加を行うこと
で、作成時間の効率化を図ることを述べた。この発明の実施の形態４に係るプラント設備
試験装置の構成を図１３に示す。実施の形態４では、試験項目テーブルファイル変更装置
５および追加部分試験項目テーブルファイル生成装置６は、色付け機能を有している。旧
試験項目テーブルファイルから変更または追加となった項目番号に色を付けることによっ
て、変更箇所と追加箇所を容易に判別できるようにする。色付け機能の代わりに濃淡表示
で変更箇所と追加箇所を判別できるようにしてもよい。
【００３１】
　図１４のフローチャートに、試験項目テーブルファイルの生成手順を示す。追加項目を
検出した場合（ＳＴ０４ａ）、追加部分の試験項目のテーブルファイルを生成したあと（
ＳＴ０４ｂ）、試験項目テーブルファイルを色付けする（ＳＴ１３）。変更項目を検出し
た場合（ＳＴ０５ａ）、変更部分の試験項目テーブルファイルを変更したあと（ＳＴ０５
ｂ）、試験項目テーブルファイルを色付けする（ＳＴ１４）。
【００３２】
　図１５に、配管部に設計上の変更が生じた後の監視操作画面の一部を抜粋した例を示す
。画面上、左端の４個の欄が色付けされている。図１６に、配管部に設計上の追加が生じ
た後の監視操作画面の一部を抜粋した例を示す。画面上、左端の４個の欄が色付けされて
いる（実際には、図１５と図１６は、色付けする代わりにグレイ表示してある）。これら
によって、試験員は、設計の変更と追加を行うとなった試験項目を容易に見つけることが
可能となる。
【００３３】
　実施の形態４によるプラント設備試験装置１００によれば、アサイン番号のみ異なる画
面や、旧画面に情報を追加して作成した画面に対して、新試験項目テーブルファイルを効
率よく生成することができる。また、海外原子力案件で要求されるユーザの補修を実現し
、客先でも容易に工場と同レベルの品質を確保することができる。
【００３４】
実施の形態５．
　この発明の実施の形態５に係るプラント設備試験装置の構成を図１７に示す。実施の形
態５に係るプラント設備試験装置１００は試験項目テーブルファイル改訂来歴生成装置１
０と試験項目テーブルファイル改訂来歴格納装置１１を設けている。試験項目テーブルフ



(9) JP 5936775 B2 2016.6.22

10

20

30

ァイル改訂来歴生成装置１０は、該当画面番号、生成日時、変更箇所、追加箇所などを記
した改訂来歴ファイルを自動生成し、試験項目テーブルファイル改訂来歴格納装置１１に
生成したファイルを格納する。これらによって、試験員は、設計の変更と追加を行うこと
になった試験項目を容易に見つけることが可能となる。
【００３５】
　図１８のフローチャートに、試験項目テーブルファイルの生成手順を示す。追加項目が
ある場合（ＳＴ０４ａ）、追加部分の試験項目のテーブルファイルを生成したあと（ＳＴ
０４ｂ）、追加部分の試験項目テーブルファイルの改訂来歴（履歴）を生成する（ＳＴ０
１５ａ）。同様に、変更項目がある場合（ＳＴ０５ａ）、変更部分の試験項目テーブルフ
ァイルを変更したあと（ＳＴ０５ｂ）、変更部分の試験項目テーブルファイルの改訂来歴
を生成する（ＳＴ１５ａ）。生成された試験項目テーブルファイルの改訂来歴（または改
訂履歴）は出力され（ＳＴ１５ｂ）、試験項目テーブルファイル改訂来歴格納装置１１に
格納する（ＳＴ１６）。
【００３６】
　実施の形態５によるプラント設備試験装置１００によれば、アサイン番号のみ異なる画
面や、旧画面に情報を追加して作成した画面に対して、新試験項目テーブルファイルを効
率よく生成し、試験項目テーブルファイルの改訂来歴も生成することができる。また、海
外原子力案件で要求されるユーザの補修を実現し、客先でも容易に工場と同レベルの品質
を確保することができる。
【００３７】
　なお、本発明は、その発明の範囲内において、実施の形態を自由に組み合わせたり、各
実施の形態を適宜、変形、省略することが可能である。
【産業上の利用可能性】
【００３８】
　この発明は、発電所向けの監視操作画面においてＧＵＩ（Graphic　User　Interface）
制御プログラムの試験に用いる試験項目テーブルファイルを自動生成する装置に関するも
のである。
【符号の説明】
【００３９】
１　旧画面データ格納装置、２　旧試験項目テーブルファイル格納装置、
３　新画面データ格納装置、４　画面差分検出装置、
５　試験項目テーブルファイル変更装置、
６　追加部分試験項目テーブルファイル生成装置、
７　試験項目テーブルファイル融合装置、
８　新試験項目テーブルファイル格納装置、９　画面データ設定確認装置、
１０　試験項目テーブルファイル改訂来歴生成装置、
１１　試験項目テーブルファイル改訂来歴格納装置、
１２　画面データ管理装置、２０　制御部、３０　表示装置、
１００　プラント設備試験装置
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